


 
 
 

「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業」の採択について 
 
  業平橋・押上開発プロジェクトでは、 地域のまちづくり方針「地球にやさしい水と 
みどりのまち」を受けて、環境に配慮した事業の実現を図っております。 
 今般、本プロジェクトが国土交通省から、省ＣＯ２の実現性に優れたリーディング 
プロジェクトであると評価され、「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業」としての 
採択を受けました。引き続き計画の精査を行い、環境にやさしい事業の実現に努めて 
まいりたいと考えております。 

 
【国土交通省 平成２０年度第２回「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業】 
 
 １ 名称    東京スカイツリー周辺（業平橋押上地区）開発 省ＣＯ２推進事業 
 
 ２ 提案者   東武鉄道株式会社、株式会社東武エネルギーマネジメント 
 
 ３ 事業概要  建物名称 「東京スカイツリー西街区・東街区」 
         用途    事務所、物販・飲食店等 
         竣工    平成２３年度（事業期間は２０～２６年度） 
 
 ４ 事業提案の概要（評価項目） 
 
  （１）２つの地域冷暖房システム（ＤＨＣ）プラントを連結し、広域エネルギーネ 

ットワークを構築することで効率的な熱供給を実現 
 

  （２）地中熱利用や大容量蓄熱槽により国内最高レベルの高効率なＤＨＣを実現 
 
  （３）建物とＤＨＣが連携した「ライフサイクルエネルギーマネージメント」の実 

施により省ＣＯ２を実現 
 

  （４）太陽光発電など自然エネルギーの活用によるＣＯ２削減 
 
  （５）本事業を「水と緑と省ＣＯ２の情報発信ステーション」として位置付け、省 

 ＣＯ２技術や削減実績を展示し、環境対策への関心を高める。 
 

 
 
 

平成２１年２月４日 

東武鉄道株式会社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

■環境への取り組み(イメージ図) 

■ＣＯ２排出量(予測) 

※LCEM(エルセム)ツールとは、国土交通省が開発した空調エネルギー 

シュミレーションシステムです。 
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